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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　厳しい寒さであった冬がようやく過ぎ，春めいた気候になってきました。皆さん
はいかがお過ごしですか？
　耳鼻咽喉科頭頸部外科医にとって，3月は「花粉症で外来が忙しい時期」「3月 3
日は耳の日」などですが，昨年から学会主導で「耳鼻咽喉科月間」と命名され，さ
まざまな啓発活動がなされています。医局などにポスターが貼ってある施設も多い
のではないでしょうか。日耳鼻ホームページを改めてみてみましたが，「生きるを
彩る耳鼻咽喉科」と銘打って，日常診療にも役立つ情報が多く掲載されていました。
　このような啓発活動の必要性は，耳鼻咽喉科頭頸部外科が一般からみてわかりに
くい科である，ことの裏返しでもあります。一般的には「みみ，はな，のど」の科
であり，大きな手術をすることもある診療科であることは医学生からもあまり知ら
れておらず，ましてや「睡眠医学」に耳鼻咽喉科が関わっているということは，か
なり一般的なイメージからは遠いのかもしれません。しかしながら，睡眠医学のよ
うな境界領域で耳鼻咽喉科専門医が活躍することは，社会からの需要も確実にあ
り，耳鼻咽喉科医のサブスペシャルティの 1つとして十分に成り立ちます。今月の
特集「睡眠時無呼吸症候群の診療エッセンシャル」は，耳鼻咽喉科医が睡眠時無呼
吸症候群について学ぶ格好のテキストとなっており，とても読みやすい形で各エキ
スパートの先生方に内容をまとめていただきました。御多忙のなか，原稿をお寄せ
いただきました先生方に感謝するとともに，ぜひ読者の皆様の日常診療の一助にな
ることを期待しております。
　また，今月の Review Articleは，40年もの長きにわたるご経験をもとに，頭頸
部がん治療の過去と未来について，菅澤正先生にお書きいただきました。まだ 20
年と少しの臨床経験しかない私にとって，40年という歴史の重みを強く感じまし
た。大きく発展しつつある頭頸部がん診療をこれから志す若手の皆さんにとって
も，学ぶことの多い内容におまとめいただいております。ぜひご一読ください。
 （大石直樹）
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